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土
地
の
造
成
工
事
な
ど
の
規
則

　
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」

（
盛
土
規
制
法
）が
令
和
5
年
5
月
26
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、県
で
は
、令
和
7
年
5
月

1
日
に
県
内
全
域（
鹿
児
島
市
を
除
く
）を
規

制
区
域
に
指
定
し
、同
法
に
基
づ
く
規
制
を

開
始
し
ま
す
。

　
田
畑
を
含
む
一
定
規
模
以
上
の
土
地
の
造

成
等
工
事
が
規
制
さ
れ
る
た
め
、工
事
の
際

は
事
前
に
建
設
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
同
法
の
概
要
や
規
制
区
域
に
つ
い
て
は
、

長
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
土
木
部
建
築
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
６
９
５

　
役
場
建
設
課
工
務
係

　
☎（
86
）１
１
３
２［
直
通
］

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

　
令
和
７
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

〇
受
験
申
込
期
間

・
電
子
申
請

　
４
月
10
日（
木
）午
前
９
時
～

　
４
月
18
日（
金
）

・
書
面
申
請

　
４
月
10
日（
木
）
～
４
月
18
日（
金
）

〇
試
験
日

　
６
月
７
日（
土
）

〇
試
験
手
数
料

　
甲
種
・・・
７
２
０
０
円　

　
乙
種
・・・
５
３
０
０
円

　
丙
種
・・・
４
２
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　
東
分
遣
所　
　

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所　

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

令
和
７
年
全
国
戦
没
者
追
悼

式
参
列
者
募
集

　
全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ

れ
る
遺
族
の
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

〇
期
日

　
８
月
15
日（
金
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。

〇
場
所

　
日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）

〇
対
象
者

　
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺
族

※
鹿
児
島
県
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
遺

族
に
限
り
ま
す
。

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
か
た
を
優

先
し
ま
す
。

※「
次
世
代
へ
の
継
承
」と
い
う
観
点
か
ら
18

歳
未
満
の
遺
族
も
募
集
し
ま
す
。

〇
申
込
期
間

　
５
月
１
日（
木
）
～
30
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
高
齢
者
支
援
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

　
（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、夏

休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
海
外
で
の
体
験
を
と
お
し
て
、理
解
や
交

流
を
深
め
、国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
説
明
会
か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、事
前
研
修
ま
で
丁
寧
に
案
内
し
ま
す
の

で
安
心
し
て
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

〇
内
容

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、学
校
体
験
、英
語
研
修
、

文
化
交
流
、地
域
見
学
、野
外
活
動
な
ど

〇
研
修
先　

　
イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、

ハ
ワ
イ
、サ
イ
パ
ン

〇
日
程　

　
７
月
26
日（
土
）
～
８
月
14
日（
木
）

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

〇
対
象

　
小
３
か
ら
高
３
ま
で
の
児
童
生
徒　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

〇
説
明
会

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

　
ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ（
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
＠
ｋ
ｓ
ｋ
ｋ
．

ｏ
ｒ
．
ｊ
ｐ
）ま
で「
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
希

望
」と
メ
ー
ル
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
参
加
費

　
30
万
円
～
80
万
円（
旅
費
、研
修
費
、ホ
ー

ム
ス
テ
イ
費
、事
前
研
修
会
費
、交
流
費
、海

外
旅
行
保
険
含
む
）　

〇
締
め
切
り

　
６
月
５
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
０
３（
６
８
２
５
）３
１
３
０

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　
農
作
業
事
故
の
未
然
防
止
、安
全
対
策
の

周
知
徹
底
・
強
化
を
図
る
た
め
、農
作
業
が

盛
ん
に
な
る
４
月
か
ら
６
月
の
期
間
に「
春

の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

〇
啓
発
事
項

・
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
を
防
ぐ
た
め
、ほ

場
周
辺
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
、改
善
・
補

強
ま
た
は
回
避
行
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
に
安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー

ム
を
装
着
し
、運
転
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・農
業
機
械
の
点
検・整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
農
業
者（
特
に
高
齢
農
業
者
）へ
、家
族
や
知

人
か
ら
の「
声
か
け
」を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分
補
給
を
行
う
な
ど
、

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
無
人
航
空
機
の
接
触
事
故
防
止
の
た
め
、

作
業
前
に
障
が
い
物
や
風
向
き
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
経
営
技
術
課
技
術
環
境
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
１
５
５

子
ど
も
読
書
の
日

　
子
ど
も
の
読
書
へ
の
関
心
を
高
め
、読
書

活
動
に
自
発
的
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な

り
、子
ど
も
の
読
書
活
動
に
対
す
る
大
人
の

意
識
を
高
め
る
た
め
、4
月
23
日
か
ら
5
月

12
日
ま
で
の「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」に
ち
な

み
、催
し
を
実
施
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

　

詳
し
く
は
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

〇
日
時

　

 

4
月
18
日（
金
）
～
5
月
11
日（
日
）

〇
場
所　
県
立
図
書
館

〇
内
容

　
「
毎
月
23
日
は
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読

書
の
日
」ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
展
、お
は
な
し
の
じ
か
ん
ス
ペ
シ
ャ
ル
、

み
ど
り
の
お
は
な
し
の
じ
か
ん

〇
参
加
費　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
図
書
館
奉
仕
課
企
画
指
導
係

　
☎
０
９
９（
２
２
４
）９
５
１
４

中
小
企
業
融
資
制
度

　
中
小
企
業
融
資
制
度(

事
業
活
動
継
続
支
援

資
金)

は
、自
然
災
害
へ
の
備
え(

防
災
・
減
災

対
策
な
ど)

に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
を
応
援

す
る
資
金
で
す
。

〇
融
資
対
象
者

①
耐
震
診
断
を
行
お
う
と
す
る
か
た

②
補
強
設
計(

耐
震
改
修
を
す
る
た
め
に
必
要

な
設
計)

を
行
お
う
と
す
る
か
た

③
耐
震
改
修
を
行
お
う
と
す
る
か
た

④
建
替
え
を
行
お
う
と
す
る
か
た

⑤
国
の
認
定
を
受
け
た
事
業
継
続
力
強
化
計

画
ま
た
は
連
携
事
業
継
続
力
強
化
計
画
に
基

づ
い
て
、自
然
災
害
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、感
染

症
の
流
行
な
ど
に
対
す
る
事
前
対
策(

防
災
・

減
災
な
ど)

を
行
お
う
と
す
る
か
た

〇
融
資
限
度
額

　
融
資
対
象
者
①
～
④

　
運
転
資
金
・
設
備
資
金
2
億
８
０
０
０
万
円　

　
融
資
対
象
者
⑤

　
運
転
資
金
・
設
備
資
金　
８
０
０
０
万
円

〇
融
資
期
間

　
融
資
対
象
者
①
～
④

・
運
転
資
金
15
年
以
内(

う
ち
据
置
2
年
以
内)

・
設
備
資
金
20
年
以
内(

う
ち
据
置
3
年
以
内)

　
融
資
対
象
者
⑤

・
運
転
資
金
7
年
以
内(

う
ち
据
置
2
年
以
内)

・
設
備
資
金
15
年
以
内(

う
ち
据
置
3
年
以
内)

〇
補
償
率

　
融
資
対
象
者
①
～
④　
年
０
㌫

　
融
資
対
象
者
⑤　
　
　
年
０・６
３
㌫

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

(

「
事
業
活
動
継
続
支
援
資
金
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
中
小
企
業
支
援
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
９
４
６

古
代
人
に
学
ぶ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
開
催

　
土
器
の
補
修
孔
や
石
器
の
転
用
品
な
ど

は
、縄
文
人
が
モ
ノ
を
大
切
に
扱
い
再
利
用

し
て
き
た
証
で
あ
り
、現
代
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
も
通
じ
る
習
慣
・
文
化
と
言
え
ま
す
。
限

ら
れ
た
資
源
や
貴
重
な
素
材
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
モ
ノ
は
、壊
れ
て
し
ま
っ
て
も
新
た
な

道
具
と
し
て
加
工
・
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、そ
こ
に
は
先
人
た
ち
の
モ
ノ
に
対
す

る
知
恵
や
愛
着
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、縄
文
時
代
の
遺
跡
を

中
心
に
、遺
物
に
見
ら
れ
る
補
修
や
再
利
用

の
痕
跡
と
当
時
の
工
夫
や「
も
っ
た
い
な
い
」

と
思
う
心
な
ど
を
紹
介
し
、持
続
可
能
な
社

会
を
目
指
す
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
展

示
を
行
い
ま
す
。　

〇
会
期

・
4
月
26
日(

土)

～
7
月
6
日(

日)

・
休
園
日

　
月
曜
日(

休
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日)

　

(

４
月
29
日
～
5
月
５
日
は
無
休)

〇
場
所

　
上
野
原
縄
文
の
森（
展
示
館
企
画
展
示
室
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
文
化
財
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
３
５
３


